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トークのポイント
• 豪⾬災害からの避難：防災⼼理学の視点から
• ３つのキーワード：「避難スイッチ」・「セカンド
ベスト」・「空振り」改め「素振り」

• 「避難スイッチ」
• 情報よりも情報と⾏動の橋わたし
• ⾝近な異変、（狭義の）情報、（「既往最⼤」）

• 「セカンドベスト」
• 「２階まで避難訓練」
• （「⽞関まで避難訓練」）
• （「お誘い型訓練」）

• 「空振り」改め「素振り」



避難について考えるときに⼤事な
たった２つのこと

•「いつ」逃げるのか
＝何を「避難スイッチ」にして逃げるのか
•九州北部豪⾬（2017年）：「5年前も最初に浸
かった家をスイッチに」（福岡県朝倉市）
•東北豪⾬（2017年）：「前年の岩⼿県のグル
ープホームの災害を教訓に雄物川の⽔位デー
タをスイッチに」（秋⽥県⼤仙市）

•「どこへ」逃げるのか
•⻄⽇本豪⾬：京丹波町の「お堂」⇒集落内、
近所に「セカンドベスト」（次善：100点満点
でなくても60点とれる場所）も⾒つける⾏政
の指定する避難場所ももちろん⼤事



住⺠の間ではこの⼩さな川の⽔量と浸⽔被害が出た住宅の
状況が避難をする際の１つの判断基準になったということ
です。（中略）独⾃の判断基準に⽔位が達したとして、す
ぐに声を掛け合って⾼い場所にある住宅に避難を始め、そ
のおよそ１時間後に濁流が地区を襲いました。平榎地区に
住む⽇野洋さんは「⽇頃からの住⺠どうしの強固なつなが
りに加え、５年前の経験で地域住⺠の防災意識が向上し、
無事に避難することができた」と話していました。

朝倉市平榎地区 参照情報：NHK「時事公論」
（2017年8⽉4⽇放送）

５年前を契機に独⾃
に決めていた基準
３７世帯９２⼈全員
が無事に避難

「避難スイッチ」（2017年西日本豪雨）



平成２８年台⾵１０号によ
る岩⼿県岩泉町のグループ
ホームでの災害を教訓に
参照情報：「７⽉の豪⾬から学ぶ〜
九州北部豪⾬１ヶ⽉〜」（ＮＨＫ時
論公論2017年08⽉04⽇放送）

秋⽥県⼤仙市特別養護⽼⼈ホーム「愛幸園」の事例

「グループホーム楽ん楽ん」
防災システム研究所HPより

https://www.bo-sai.co.jp/iwaizumisuigai.html

岩泉町



兵庫県宝塚市川面地区の取り組み



川⾯地区防災スイッチ
KAWAMO’S DISASYTER RESPONSE SWITCH

京都⼤学防災研究所 巨⼤災害研究センター ＆ 気象⽔⽂リスク情報研究分野 6

平成30年7月5日（木）10：54 武庫川河川水位（平成30年8月24日）

平成30年9月4日（火）14：51

下ノ池満水の様子

下ノ池水門荒神川が武庫川に流れ込む合流点



7

「セカンドベスト」
2018年7月西日本豪雨

撮影：矢守
＠京丹波町上乙見地区
（人口44人、高齢化率50%）



避難所
（集落外）

集落出口の
崩落箇所

消防団
リーダー

一時避難
「お堂」

集落内の
崩落箇所

自宅裏山が
崩壊

取り残され
た9人



倉敷市真備地区

2018年7月西日本豪雨

• 犠牲者合計：51⼈
• 65歳以上：45⼈（約90%）
• ⾃宅で：44⼈（約86%）
• ⾃宅の１階で：42⼈（約81%）
• そのうち平屋：21⼈、2階建て：21⼈
• 「2階へ上がる」という考え・準備・訓練
• 「2階まで避難訓練」の実施



「空振り・素振り」

「京都新聞」（2018年8月5日付）から


